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会  議  録 

会 議 名 第２０期小金井市公民館企画実行委員の会議 第２回 

事 務 局 公民館 本館 

開 催 日 時 平成２０年１０月 ７日（火）午前１０時から正午 

開 催 場 所 公民館本館 

出 席 委 員 上田委員、遠藤委員、大森委員、末包委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 員 松本係長、和田主事、渡辺社会教育主事 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数 なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 
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1 議題 

（１） 公民館主催講座について 

（２） 公民館基本方針の具体化と来年度予算について 

（３） 第２０期企画実行委員補充選出について 

（４） 平成２０年度都区市町村生涯学習・社会教育担当者          

連絡会議について 

（５） 公民館研究大会の申し込みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会：遠藤委員 

1 公民館主催講座について 

遠藤委員：それでは、はじめます。成人学校について前回の話では、

今日、新しい企画実行委員の方も参加して、担当を決めてから内

容を話しましょう、ということでしたが、来月から参加というこ

とですので、話を進めるのは無理ですね。 

上田委員：今度、参加される委員の方が、男女共同参画担当になら

れるようなら、私は成人学校担当にかわってもいいかな、とは思

っていたのですが。委嘱状の伝達はまだでも、参加していただく

ことはかまわないようにも思えますが。 

和田：ただ、報酬もお支払いできない中で、必ず参加してください

というわけにも、なかなかいかないかもしれません。 

末包委員：昨年の成人学校はたしか・・・・ 

松本：「視聴覚ライブラリー再発見！～映画会を開こう」というこ

とで、映画評論化の方のお話をお聞きしながら、実際にライブラ

リーに登録されているフィルムを観ました。上映会だけでなく映

画会を開く場合のプログラムを組み立てるとか、映画会を開くの

に挑戦するなどの内容でした。 

末包委員：片山さんが担当してくれていて、片山さんは他の委員が

できないようなことをやってくれていたので、とてもよかったで

す。ただ、今年、必ずしも同じテーマを続けなくても良いとは思

いますが。 

遠藤委員：速読講座なども面白いと思っています。 

上田委員：絵画はどうですか？ 

遠藤委員：道具をどうするのか、というところが問題です。いずれ

にしても、次回に話し合いましょう。私も考えてきますので、皆

さんもよろしくお願いします。次に、異世代交流ですか。 

渡辺：異世代交流については、前回、少し意見を出していただきま

した。大学の子供対象に活動しているサークルの方々に声をかけ

て実施するのは、という意見が出されました。 

上田委員：以前の読み聞かせの講座では、松居直さんのお子様の松

居友さんをお呼びした講座がありまして、お父さんが、子供たち

に読み聞かせをやって、お母さんがそっと手を添える・・という

ような講座でして、生の声が癒しになるということでした。ただ、

そういう講座をどの枠で、実施するのが良いかわかりませんが。 

末包委員：まさに異世代交流にぴったりの講座ではないでしょう

か。やはり、異世代交流講座でやるのですから、その目的に適し

た講座であるべきですね。 

大森委員：お父さんも巻き込んでやるのはいいですね。 

松本：その読み聞かせは、大人も覚えるんですか？ 
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上田委員：いくつかのタイプがあります。正確に覚えて・・という

のもあります。そういうことにあまり拘らない考え方もありま

す。お呼びする方によって、そのどちらかが変ってきます。 

大森委員：小金井の民話は、ないのですかね？ 

和田：昔、探したことがありました。黄金井・・・なんかでも、小

金井で統一されたものはなかなかなくて、地域的にかなりばらつ

きがありますね。 

遠藤委員：子ども人権講座に移りましょう。 

松本：お手元の、チラシを見てください。特徴的なことだけお話し

ます。今回の講座は、全部参加できなくても受け付けることとし

ました。第１回目の講座、「子どもの人権ってなんだろう？～子

どもが本当に求めていることは」の人気があります。講師は、教

育ジャーナリストの青木悦さんです。第２回目は、「子どもの居

場所探検隊」で、川崎市子ども夢パークに見学に行きます。子ど

もの人権というと硬い雰囲気がありますが、居場所づくりとか不

登校とか、いろいろ取り上げます。講師の西野博之さんは、「フ

リースペースえん」を苦労して立ち上げた方で、はじめは、多摩

川のほとりの小さなアパートを借りて、不登校児の問題にかかわ

っていた方だそうです。 

渡辺：２年間全生徒対象に、ビラ配布した影響が少しずつ成果とし

てあらわれてきたようですね。 

末包委員：今日の朝日新聞、読みましたか？子ども条例のことが出

ていましたね。 

遠藤委員：次に、男女共同参画講座について、お願いします。 

和田：１０月１日号の市報で準備会の募集をしました。１０月１０

日午後２時から、準備会を持ちます。男女共同参画といいながら、

平日の昼だけの開催では、男性はなかなか参加しづらいかもしれ

ません。一回は、土曜日などの実施も考えたほうがよいかもしれ

ません。また、小さい年齢のお子さんをお持ちの方は、午後の講

座より午前のほうが良いかもしれません。 

遠藤委員：成人大学の報告よろしくお願いします。 

渡辺：企画実行委員４名体制のなかで、皆さんがんばっていただい

て、ありがとうございます。また、講座参加者も積極的に手伝っ

てくれるかたがいて助かりました。内容的にも、前期の歴史学か

らのアプローチと後期の文学・・・統一性のある講座になるか、

心配でしたが、まあまあ、成功だったのではないかと思います。

江戸時代というイメージが変革できた、という意味でもインパク

トを与えたと思います。 

松本：市制施行５０周年公民館企画は、１１月１６日に決まりまし

た。場所は公民館視聴覚室で実施することになりました。テーマ
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は、「食を通した街の活性化」です。当初、シンポジウムをやる

企画でしたが、若者のスタッフが、プレゼンテーションをしたい

ということで変更しました。内容は、２本で「ラーメンは小金井

を救えるのか」と「江戸野菜一品コンテスト～農家と大学のコラ

ボレーション」ということで、ラーメン店と農家にアンケートを

実施するなどしながら今、準備が進んでいます。 

遠藤委員：申し込み方法は？ 

松本：ご自由に参加くださいということにしました。 

渡辺：市民講座のまとめは、ようやく原稿ができました。まとめと

配布の方向をどういたしましょう。 

末包委員：私は資料の必要ありません。 

大森委員：データでお渡しする方法はいかがですか？ 

渡辺：資料の必要な方、必要ない方、CD-ROM が良い方、閲覧で

きれば良い方・・・各館に希望をお聞きして、それぞれ希望に即

してお渡ししましょう。 

 

2 公民館基本方針の具体化と来年度の予算要求について 

松本：公民館基本方針が確定して、来年度の重点目標を各館で、検

討しています。本館では、別紙のようにスクラップアンドビルド

で、総額予算は変らないようなかたちで案を考えてみました。 

 重点目標は、方針案で強調されたことを各館ひとつづつというこ

とで、本館では「街づくり」をテーマにしました。基本方針では、

NPO とか、商工会とか市民団体との協働ということが強調され

ていますので、そういう方法で実施したいと思います。また、ハ 

 ローフレンズは最終になりまして、館長は国際交流について、来

年度以降は、（仮称）国際交流教室をやっては、ということでし

た。 

渡辺：公民館基本方針の実現のためには、5館で養成講座をやる必

要があると思います。職員の打ち合わせの際に、そのことを提起

したのですが、前向きの反応がなく残念ながら実現しませんでし

た。 

末包委員：男女共同参画が２講座減というのは、バランスからいっ

てもおかしいのではないでしょうか。 

和田：来年は小金井で公民館研究大会があったり、障害者青年学級

担当者研修の担当が小金井市になったり、夏以降かなり多忙にな

るかもしれません。 

渡辺：それでは、時期をずらすとか担当を調整するとか考えましょ

うか？ 

末包委員：同じ講師を連続してお願いするとか、多忙ということで

したら、いろいろやりかたの工夫もあるかと思います。 
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配布資料 

 

和田：それでしたら、１講座減にしましょう。 

3 新企画実行委員について 

松本：馬渡信弘さんと加藤春恵子さんに決まりました。１０月１４

日の教育委員会に議案を提出し１１月４日に委嘱状の伝達を行

います。 

 

4 平成２０年度都区市町村生涯学習・社会教育担当者連絡会議

について 

渡辺：１０月３日に都区市町村生涯学習・社会教育担当者連絡会議 

 があり、庶務係長が出席しました。みなさまご存知のとおり、社

会教育法が改正になりました。「生涯学習」が法のなかで定義さ

れたこともありますが、もうひとつの大きな柱として、地域教育

支援があります。社会教育もかかわる枠組みでということになれ

ば、生涯学習課が中心になって、事業にかかわる組織づくりにか

かわることもあるかと思います。今後、学校支援、家庭教育にか

かわる子育て支援、学校支援地域本部事業の協力などについて、

協力依頼がくることも考えられます。そういう際には、これは学

校教育であって、関係ないよ・・ということでなく、社会教育の

なかに位置づけられたということをご了解ください。あわせて、

関連する委託事業としていくつかの事業があります。先日の市民

講座の際、「委託事業にもアンテナを高くして・・」という意見

がありました。現実性があるかどうかは別にして、この地域本部

事業にかかわって、いくつかの委託事業が示されています。 

  また、関連ですが社会教育主事の仕事のなかにもこの地域支

援、学校、家庭教育とのかかわりも強調されています。人権、環

境教育、子育てなどの分野で委託事業に関心がある方がいました

ら、ネットで検索するなり、本館・渡辺まで問い合わせください。 

 

5 公民館研究大会について 

 

渡辺： 公民館研究大会に参加される方、申込書を受け付けますの

でよろしくお願いします。 

 

次回：１１月 4日午前１０時から公民館本館で 

 

別紙 1  市制施行５０周年公民館企画ポスター 

別紙 2  子ども人権講座チラシ 

別紙 3  平成２１年度予算要求資料 

 

 


